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はじめに 

 

平成２１年３月に上河内自治会議では，合併市町村基本計画において地域

に引き継がれた地域の目標像『自然と人が共生し，安心して暮らせる活力あ

ふれる地域』を実現するため，地域のまちづくりに関する施策の提案書を作

成し，市長に提出しました。 

前回の提案書は，幅広いテーマからまちづくりの指針となるべき三本の柱

を掲げ，地域が理想とするまちづくりのビジョンを描いた内容となっており

ます。 

今回は，この提案書を基礎として，更に提案内容を発展させるべく，産業・

経済・交通というテーマに着目し，１０年後の地域が「どのような上河内地

域であるべきか」を検討することから始めました。 

  そして，地域の現状と課題を把握したうえで，１０年後の地域の目標を定

め，そこから地域を見つめ直すことで，「今現在，何が足りないのか」，「今後，

何が求められてくるのか」，「地域の資源をどう活かすべきか」などを，限ら

れた時間の中でグループワークや全体協議を重ね，地域のまちづくりに関す

る施策の提案としてまとめました。                          

なお，この提案の実現化をめざすため，具体的な取り組みやスケジュール

を整理した実行プランについても掲げております。 

さらに，この提案が「第５次宇都宮市総合計画」に反映され，今後１０年

間，上河内のまちづくりの中で地域と行政が協力しながら，提案した施策の

実現をめざすことで，将来にわたって持続的発展が可能な「誰もが住みたい

上河内」となることを期待します。 
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１ テーマの選定 

  平成２１年３月に提出した提案書は，地域の目標像『自然と人が共生し，

安心して暮らせる活力あふれる地域』を実現するため，「まちづくりの三本の

柱」とそれらを達成するための「七つの施策」で構成されております。 

  今回は，さらに議論を進め「まちづくりの三本の柱」を基礎とした地域に

欠かせないまちづくりのテーマとして，「産業・経済・交通」，「環境・景観・

防災・上下水」，「健康・福祉」，「子育て・教育」の四つを導き出しました。 

その中でも今回は，地域の活性化には欠かせない「産業・経済・交通」と

いうテーマに注目しました。 

 

 「自然と人が共生し，安心して暮らせる活力あふれる地域」

 

 
 

 

 

 

 

    
まちづくりの柱－Ⅰ まちづくりの柱－Ⅱ まちづくりの柱－Ⅲ 

地域の人たちが出会い， 地域資源を活かし， 地域が安全で， 

安心して暮らせるまち  語り合い， にぎわいがあり， 

ふれあうまち 楽しく暮らせるまち 

施策⑤ 

地域内交通を強化する 

施策① 

地域内外の人の交流を

推進する 

施策④ 

地域の名所・旧跡・景観

などを活かしたまちづ

くりを進める 施策⑥ 

地域住民の健康づくり

を推進する 

施策② 

地域活動を育む環境を

つくる 

 

 

施策⑦ 

防犯・防災対策を充実さ

せる 

施策③ 

高齢者の生きがいづく

りを進める 

 産業・経済・交通 

 
子育て・教育 健康・福祉 

環境・景観・防災・上下水 
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２ 上河内地域の産業・経済・交通 

（１）現状と課題 

   
◇農業の将来性に不安

 
 

上河内は，豊かな自然環境に恵まれ，農業を中心に発展してきたが，農業

従事者の減少・耕作放棄地の増加・担い手の高齢化等により，安定した経

営が難しい。 
 

 

 

 ◇働くところが少ない 

 地域には働く場所が少なく，とくに女性の働く場所が少ないため，地域外

へ働きに出ている。  

 

 

 

 
  

◇交通の便が悪い 

道路および公共交通の整備が不十分で，全体として交通の利便性が悪く，

とくに高齢者等の交通弱者の移動に困難が生じている。 

 

（２）１０年後の理想像 

上河内の農業や雇用については，農作物のブランド化や農工商連携（６

次産業化）により，農業の付加価値を高め，地域の魅力ある基盤産業とし

て再生されています。併せて，「農」を活かした観光農園などの様々な事業

や取組みが数多く展開されており，農業を核とした多様な就業機会が創出

されています。 

上河内の交通については，生活道路や歩道が整備され，高齢者等の交通

弱者が安心・安全に暮らしていける地域が形成されています。また，上河

内スマート IC がもたらす広域的な交通ネットワークのメリットを活かし，

周辺地域に新たな交流や物流の拠点が形成されることにより，上河内が生

活と産業の広域的な結節点となっています。 

そして，人々の温もりのある協働のまちづくりと，多様な地域資源を活

用した地域ぐるみの観光振興により，地域内外の人との連帯と交流が深ま

り，「住んでよし来てよし」の上河内が実現しています。 

 

－２－ 



３ 地域のまちづくりに関する施策の提案 

（１）産業・経済・交通を発展させるための目標 
    

地域の現状と課題を踏まえ，上河内地域の産業・経済・交通を発展させる

ための１０年後の目標を， 

「Ⅰ 地域農業を拡大化させる」 

「Ⅱ 雇用を創出する」 

「Ⅲ 交通網の整備を進める」に定めました。 
 

また，三つの目標が互いに係わり合い連携することで，更なる地域経済の

発展につながると考えます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 上河内地域の産業・経済・交通の発展イメージ  
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三つの目標の連携により，更なる地域経済の発展が期待できる。 

Ⅲ 交通網の整備を進める 

 

Ⅰ 地域農業を拡大化させる 

Ⅱ 雇用を創出する 



（２）目標を達成するための方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

車依存型社会からの脱却をめざしつつ，産業・経済を支える基盤となる必要な

道路整備は推進し，地域経済の活性化を図る。また，高齢者等の交通弱者のため

に歩道を付置するなど，安全で移動しやすい生活道路を整備することで，地域住

民の生活利便性の向上を図る。 
 

 

生活・産業・経済を支える人々の足となる「環境と人にやさしい公共交通」を

充実させることで，活力ある住みやすいまちづくりを推進する。 

Ⅰ 地域農業を拡大化させる 

方策１  地域農産物を活かした特産化やブランド化の推進 
上河内ならではの特産品の開発や地域農産物の品質を高めるブランド化によ

り，消費者の評価を得ることで，地域農産物の生産量を向上させる。また，地域

内で生産から加工・販売まで行う６次産業化を推進し，付加価値の域外漏出を防

ぐことで，地域の所得を高め，経済と農業の更なる拡大につなげる。 
 

方策２  観光農園や体験農園の充実・強化と観光まちづくりとの連携 

様々な農作物を対象とした観光農園や体験農業を充実・強化し，地域農業の活

性化を図る。また，これらを地域の観光資源として活用し，観光まちづくりと連

携させることで，地域農業の魅力を向上させる。 

Ⅱ 雇用を創出する 

方策３  農業法人の設立と農業の６次産業化 
農業法人の設立を進め，農業規模の拡大を図ることで，農業に携わる人の雇用

を創出する。また，生産から加工・販売まで行う６次産業化の推進により，農業

に関連する事業（加工・販売）を拡大させ，更なる地域の雇用を創出する。 
 

 方策４ 地域資源を活かした観光振興 

上河内の象徴である山（羽黒山）・川（鬼怒川）・温泉（梵天の湯）の３大資源

をはじめとする名所・旧跡や観光農園・体験農園を活かした観光の振興を図り，

地域の雇用を創出する。 
 

方策５  スマートＩＣ周辺を中心とした産業の開発・誘致 

フルインター化した上河内スマートＩＣの周辺地域に，物流・交流施設等を開

発・誘致することで，農業の６次産業化や観光まちづくりとの相乗効果を高め，

地域の雇用を創出する。 

Ⅲ 交通網の整備を進める 

方策６ 道路整備の推進 

方策７ 公共交通の充実 
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４ 実行プラン 

（１）実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雇
用
を
創
出
す
る

交
通
網
の
整
備
を
進
め
る

地
域
農
業
を
拡
大
化
さ
せ
る

 

地域農産物を活

かした特産化や

ブランド化の推

進 

 

観光農園や体験

農園の充実・強化

と観光まちづく

りとの連携 

 

農業法人の設立

と農業の６次産

業化 

 

地域資源を活か

した観光振興 

 

道路整備の推進 

 

公共交通の充実 

 
①ユッピー号の利便性
向上 

 
②地域に合った公共交

通の導入 

 
①安全性を確保するた
めの歩道の整備 

 
②生活・産業・経済に不
可欠な国・県・市道の
整備 

 
①物流・交流拠点（施設）
の開発と誘致 

 
②農業の６次産業化や

観光まちづくりとの
連携 

 
①羽黒山を核とする地
域資源を活かした観
光振興 

 
②観光を地域特産品の

販売促進の視点から
も追求 

 
①地域ぐるみの農業法
人化 

 
②農業法人による６次

産業化の推進 

 
①ゆずやいちごの観光
農園の拡大 

 
②地域の観光資源（梵天

の湯等）を活用した園
芸作物の開発と農業
の振興 

 
①ゆずやいちごを利用
した特産品の開発 

 
②特産品のブランド化 
 
③生産・加工・販売まで
の６次産業化 

地域の生活・経済を支えるユッピー号の利便性向

上をめざして，運行内容（自由乗降など）を検討

するとともに，地域の意見を十分に反映させ，利

用者ニーズに対応した運行を行う。また，上河内

地域のニーズに合った新たな公共交通の導入につ

いても検討する必要がある。 

スマートＩＣがフルインター化されたことによ

り，大型車両の乗り降りが可能になったため，安

全性確保の面から，早急に歩道の整備が必要であ

る。また，生活・産業・経済の改善・発展のため，

地域内の道路を整備することも必要である。 

スマートＩＣのフルインター化による周辺地域の

産業の発展が，地域の経済に大きな利益をもたら

すには，インターの利点を活かせる物流・交流拠

点の開発・誘致が望まれる。また，その経済効果

を地域全体に波及させていくためには，それが域

内の農業や観光と連携し，地域の産業経済の発展

につながるように，開発計画を考える必要がある。

羽黒山・観光ゆず園・キャンプ場・梵天の湯など

の連携による観光コースの設置や観光マップを作

成することで，観光振興の基盤を確立する。また，

観光案内所を兼ねた道の駅を設置し，来客者への

おもてなしを向上させるとともに，地域の特産品

の販売促進にもつなげる。 

異なる農産物を作っている農家が集まって農業を

法人化し，商品の多様化による生産規模の拡大や

６次産業化を推進することで，更なる雇用創出の

受け皿とする。また，農業法人になるためのノウ

ハウや成功例を参考に，消費者ニーズに対応した

柔軟性のある経営方法の検討が必要である。 

ゆずやいちごの観光農園を創出し，特産化やブラ

ンド化により知名度の上がったゆずやいちごを量

産する。また，梵天の湯の温泉熱を利用した園芸

作物の開発や野菜を収穫体験できる体制を構築

し，観光振興と連携させて地域内外の人との交流

を推進することで，地域と農業を活性化させる。

ゆずやいちごを利用・加工し，付加価値の高い商

品開発をめざすとともに，商品のネーミング等に

も力を入れ，地域ブランド化を図ることで商品や

地域の知名度を向上させる。また，インターネッ

トや直売所等による販路開拓を通じ，流通コスト

を削減させることも必要である。 
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方 策 具体的な取り組み 内 容 

 

スマートＩＣ周

辺を中心とした

産業の開発・誘致

方策１ 

方策２ 

方策３ 

方策４ 

方策７ 

方策６ 

方策５ 

 目標 



 

（２）スケジュール 
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主に地域団体等が取り組むもの 行政に望むもの 

 
 
地域農産物を

活かした特産

化やブランド

化の推進 

 
 
観光農園や体

験 農 園 の 充

実・強化と観

光まちづくり

との連携 

 
 
スマートＩＣ

周辺を中心と

した産業の開

発・誘致 

 
 
地域資源を活

かした観光振

興 

 
 
農業法人の設

立と農業の６

次産業化 

 
 
道 路 整 備 の 

推進 

 
 
公 共 交 通 の

充実 

 
 

特産品のブラ

ンド化 

ゆずやいちご

観光農園の創

出と拡大 

スマートIC周

辺の歩道の整

備 

ユッピー号の

利便性向上に

ついて検討 

利用者ニーズ

に対応したユ

ッピー号の運

行 

観光コースの

設定や観光マ

ップの作成 

観光案内所を

兼ねた道の駅

の開発 

温泉熱を利用

した園芸作物

の開発 

付加価値の高

い特産品の開

発 

地域に合った

公共交通の検

討 

地域に合った

公共交通の導

入 

方策１ 方策３ 方策４ 方策５ 方策６ 方策７方策２ 

農業法人の設

立（共同経営）

消費者ニーズ

に対応した農

業法人の経営

農業や観光と

の連携 

インターネッ

ト販売等によ

る販路拡大 

ゆずやいちご

の量産化 

野菜収穫体験

農園の開発 

観光振興との

連携 

農業法人によ

る６次産業化

の推進 

地域内の道路

の整備 

スマートＩＣ

周辺に物流・

交流施設の開

発・誘致 

消費者ニーズ

に対応したブ

ランド品の管

理 

地域農産物の

ブ ラ ン ド 戦

略・推進体制

の確立 

地域観光振興

計画の策定 

ホームページ

等による観光

情報の発信 

スマートIC周

辺の都市開発

計画の検討 

地域農業を拡大化させる 雇用を創出する 交通網の整備を進める 目標 

 

方 
 

策 
 
 

３
年
後
ま
で
に 

 
 

５
年
後
ま
で
に 

１
０
年
後
ま
で
に
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第８回上河内自治会議 

 

《平成２２年度》 

 

第１回上河内自治会議  

            
「合併市町村基本計画の執行状況」について ～ 

第４回上河内自治会議  
「地域のまちづくりに関する施策の提案」について

 

 

第５回上河内自治会議  

～  「地域のまちづくりに関する施策の提案」について

第８回上河内自治会議 
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